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キ ー ワー ド:日 本スポーツ少年団、スポーツ少年団の哲理 ・理念、森(山 下)徳 治、カール ・ディーム、スポーツによる教育

は じめ に

日本 スポ ー ツ少年 団(JapanJuniorSportsClubs

Association)は 日本体 育協 会創 立50周 年 記念 事業

の 一環 と して1962(昭 和37)年 に創 設 され た 。

折 し も ア ジ ア 初 の オ リ ン ピ ッ ク の 東 京 開 催 を

1964(昭 和39)年 に控 え 、 オ リ ン ピッ ク青 少年

運 動が 展 開 され て い た。 青 少 年 のオ リン ピ ック ・

ム ー ブメ ン トの理 解 と協 力 の も とに運 動 の推 進 を

は か り、 さ らに 、ス ポー ツ を通 して青 少年 の 心 身

の健 全 育成 に貢献 す る こ とを 目的 と した各 種活 動

の 中で 、 こう した理 念 を達成 す る恒 久 的組 織 の必

要性 が 論議 され た。 日本 ス ポー ツ 少年 団 は こ こに

源 を発 す る。 発 足 当時 、 団 数22団 、 団員 数753

人 で あっ た 日本 スポ ー ツ少年 団は 、今 日、団 数約

35,000団 、 団員 数 約81万 人 とい うわ が 国最 大規

模 の青少 年 スポ ーツ組 織 に発展 した。1

本 稿 で は、 こう した青 少年 ス ポ ー ツ組織 の 創発

と発 展 の拠 り所 となっ た 「ス ポー ツ少年 団 の哲理 」

とそ の主 文 を改 稿 した 「ス ポ ー ツ 少年 団の 理 念 」

に着 目 し、そ れ らに見 られ る教 育思 想 の形 成 過程

に ついて 紐解 く ことを 目指 して い る。2

1公益財 団法人 日本体育協会、『日本スポーツ少年団50

年史』、2013年 、pp.2-3
2本稿執筆の契機が、鹿児島師範学校を1913年 に卒業

した後、教育学者として斯界の発展 に大きな足跡を残 し、

また、スポーツ少年団の哲理及び理念 を起草 した森(旧

姓山下)徳 治の 「草案」を、 ご子息森礼治氏よ り寄贈を

受けた ことにあった ことを ここに記す。 また、 「草案」

を含む数多 くの山下(森)徳 治文書の寄贈が本学 に成さ

れた背景には、本稿執筆者の一人前田(日 本教育史)に

よる山下徳治研究の累積とその過程におけるご子息森礼

治氏 との接聞等があった ことを合わせて報告する。なお、

教育学 ・教育史研究 の対象 としては旧姓の山下がしばし

本 稿 にお け る直接 の検 討 の対象 は 「スポ ー ツ少

年 団 の哲 理 」 の第 一 次 ～ 四 次 草案 、 「スポ ー ツ 少

年 団の理 念 」 の草案 と改 稿後 の本 文 で あ り、 いず

れ も森徳 治 文書 と して 鹿 児島 大学 に寄贈 された も

のである。なお 、「スポー ツ少年 団の哲理」及び 「ス

ポー ツ少 年 団の理 念」 は1963年8月23日 に設 置

が決 定 され 、 同年9月10日 に発 足 した 「哲 理 作

成 委 員会 」 にお ける度 重 な る討議 を経て 、最 終 的

に は森徳 治 の起 草 に よる も ので あ るが 、委 員会 構

成 員12名3の うち の一 人 、東京 都立 大 学名 誉教 授

飯 塚 鉄 雄氏 に対 す る 聞 き取 り調査4に よ り明 らか

に され た 内容 を これ らに重ね て い る。

なお 、 「スポ ー ツ 少 年 団 の哲 理 」 の第 一 次 ～ 第

四次 草案 、 お よび 「ス ポ ー ツ少年 団 の理 念 」 の構

成 は表 一1(巻 末 に掲 載)に 示 す 通 りで あ り、 理

念の記述部分だ けで も文字数 に して約3万 字 に及ぶ。

以下 本稿 で は 「ス ポー ツ 少年 団 の哲 理」 の第 一 次

～四次草案 をそれぞれ 「第一次草案」、 「第二次草案」、

「第三 次 草案 」、 「第 四 次草 案 」、 また 「スポ ー ツ少

年団 の理念 」 を 「少年 団の理 念」 と表 記す る。

ば用い られ るが、本稿では 「草案」執筆時の 「森徳治」

とし、以下そのように表記する。

3財団法人日本体育協会、『日本スポーツ少年団30年 史』、

1993年 、p.39で は11名 の氏名が記載されている。しか

し、今 回入手 した森文書(第 二次草案)で は阿部三也夫

氏 の名前がこれ に加え られている ことか ら本稿で は12

名とした。

4飯塚鉄雄氏に対す る聞き取 り調査は2014年9月2日

に日本スポーツ少年団を設置する公益財団法人日本体育

協会が本部事務局を置く岸記念体育会館 において実施 さ

れた。聞き取 りは本稿の執筆者2名 で行った。
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